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16

大
池
橋

橋
名
は
、か
つ
て「
花

室
大
池
」と
呼
ば
れ
た

池
に
由
来
す
る
。 

江
戸

時
代
以
前
の
農
業
用
の

溜
池
で
あ
り
、花
室
や

金
田
な
ど
へ
水
を
引
く

長
大
な
水
路
が
あ
っ
た
。 
大
池
橋
よ
り

五
百
ｍ
北
上
す
る
と
、池
の
名
残
を
と

ど
め
る
弁
天
様
の
祠
（
写
真
）が
あ
る
。

阿
弥
陀
尊

花
室
の
集
落
の
西
端
に
あ
り
、戦
国

時
代
、花
室
城
主
の
大
津
氏
が
戦
勝
祈

願
し
て
祀
っ
た
と
い
う
。イ
ヌ
ツ
ゲ
の

古
木
が
あ
る
。

七
曲
り

花
室
大
池
跡
か
ら
金
田
の
西
坪
へ
続

く
水
路
沿
い
の
道
の
通
称
。く
ね
く
ね

と
七
回
も
曲
が
る
道
に
由
来
す
る
。時

宗
の
遊
行
上
人
が
通
っ
た
こ
と
か
ら
上

人
道
（
し
ょ
う
に
ん
み
ち
）と
も
よ
ば
れ
る
。

運
動
公
園
と
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
場
の
間
に

は
馬
頭
観
音
碑
が
立
つ
。東
端
の
小
さ

な
溜
池
の
南
の
丘
は
、花
室
三
山
の
一

つ
、御
山
（
み
や
ま
）と
呼
ば
れ
、大
日
如
来

が
祀
ら
れ
て
い
る
。

七
曲
り
の
途
中
か
ら
花
室
集
落
へ

と
続
く
水
路
が
あ
っ
た
。 

戦
国
時
代
に

は
、小
田
氏
の
出
城
が
あ
っ
た
と
い
う
。

土
浦
学
園
線
を
ま
た
が
る
陸
橋
を
南
に

渡
る
と
周
囲
を
一
望
で
き
る
高
台
に
着

く
。こ
の
高
台
は
遺
構
の
一
部
で
あ
る
。

覚
王
寺（
か
く
お
う
じ
）

室
町
時
代
に
開
基
。 

明
暦
元
年（
一
六

五
五
）に
再
興
。 

曹
洞
宗
。 

本
尊
の
薬
師

如
来
を
守
る
十
二
神
木
像
が
あ
る
。 

近

年
、花
室
観
音
堂
が
境
内
に
再
建
さ
れ

た
。 

坐
禅
会
が
毎
月
最
終
日
曜
九
時
か

ら
本
堂
で
行
わ
れ
て
い
る
。

旧
名
は「
根
古
屋
」で
、城

郭
の
武
士
の
居
住
地
と
し

て
金
田
城　

と
関
係
が
深

い
。七
曲
り
か
ら
の
水
路
は
、こ
の
集
落

の
裏
庭
を
抜
け
て
北
端
の
溜
池
へ
と
至

る
。現
在
の
溜
池
は
、金
田
下
池
と
し
て

江
戸
中
期
に
新
設
さ
れ
、夏
は
ハ
ス
が

き
れ
い
。西
坪
で
は
、台
地
の
崖
に
横
穴

を
ほ
り
、水
脈
か
ら
土
管
で

水
を
引
き
込
む
と
い
う
横
井

戸（
右
カ
ラ
ー
写
真
）が
生
活
用

水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。 

ま
た
、水
田
で
は
野
井
戸
を

掘
っ
て
農
業
用
水
に
使
い
、

昭
和
三
十
年
代
に
は
揚
水
の

た
め
の
木
製
風
車
（
写

真
）が
一
帯
に
百
台
前

後
あ
っ
た
と
い
う
。

朝
日
観
音
へ
の
参
道

参
道
の
入
口
に
は

馬
頭
観
音
碑
が
立
つ
。

急
な
石
段
を
登
る
と
、

桜
中
学
校
わ
き
の
朝
日
観
音
堂
に
着

く
。周
辺
で
は「
長
者
屋
敷
の
焼
き
米
」

「
黄
金
織
機
井
戸
」の
伝
説
が
あ
っ
た
。

金
田
官
衙
遺
跡
（
こ
ん
だ
か
ん
が
い
せ
き
）

昭
和
三
十
四
年
、桜
中
学
校
庭
の
拡

張
工
事
の
際
に
正
倉
院
跡
、そ
の
後
、北

西
か
ら
は
掘
立
柱
建
物
跡
や
廃
寺
跡
も

発
見
さ
れ
た
。平
成
十
六
年
に
、常
陸
国

河
内
郡
の
役
所
跡
と
し
て
国
史
跡
に
指

定
。河
内
郡
に
は
嶋
名
・
河
内
・
大
山
・
八

部
・
真
幡
・
菅
田
・
大
村
が
属
し
て
い
た
。

金
田
城
跡

舘
山
と
も
い

う
。今
は
土
塁
と

堀
跡
が
残
る
。室

町
時
代
に
小
田
氏

の
出
城
と
し
て
築

か
れ
、最
後
の
城

主
、沼
尻
又
五
郎

の
豪
勇
が
伝
え
ら

れ
る
。別
名
を
強
清
水
（
こ
わ

し
み
ず
）城
と
呼
ば
れ
、湧
水
が

あ
る
水
源
地
で
も
あ
っ
た
。

今
も
地
元
の
方
が
管
理
す
る

湧
水
（
写
真
）が
あ
る
。

八
坂
神
社
か
ら
一
直
線
に
伸
び
る
大

通
り
は
、江
戸
初
期
に
は
あ
っ
た
。西
坪

の
金
田
池
や
舘
山
か
ら
つ
づ
く
水
路
は
、

明
暦
の
大
火（
一
六
五
六
頃
）以
降
、道
の

両
側
に
整
備
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。

八
坂
神
社

享
保
一
六
年（
一
七
三

一
）再
建
。明
治
に
入
り
、

村
社
と
な
る
。境
内
に

は
、島
田
石
と
火
熾
石
が

置
か
れ
て
い
る
。島
田
石

は
、舘
山
の
下
の
竜
宮
橋

か
ら
運
ん
だ
も
の
で
、女

性
の
髪
形「
島
田
」に
似

た
こ
と
に
由
来
し
、雨
乞

い
や
安
産
を
願
っ
た
と

い
う
。火
熾
石
は
、大
通

り
の
中
央
に
あ
っ
た
毘

沙
門
堂
よ
り
運
ば
れ
た
と
い
う
。

証
誠
寺
（
し
ょ
う
じ
ょ
う
じ
）

江
戸
崎
大
念
寺
の
末
寺
と
し
て
創

立
、江
戸
時
代
に
改
称
し
、今
に
至
る
。

浄
土
宗
。八
坂
神
社
近
く
北
に
の
び
る

参
道
よ
り
入
る
。

沼
尻
俊
一
邸

江
戸
後
期
の
建
築
と

推
定
さ
れ
、平
成
一
七

年
度
に
国
の
有
形
文
化

財
と
し
て
登
録
。現
在
、

母
屋
は
レ
ス
ト
ラ
ン「
藤
右
ェ
門
」、倉
は

パ
ン
屋「
蔵
日
和
」、納
屋
は
藍
染
め
等

の
ブ
テ
ィ
ッ
ク「
然
（
Ｚ
Ｅ
Ｎ
）」と
し
て
営
業
。

日
輪
寺

小
田
氏
の
南
の
祈
願
寺
、法
泉
寺
（
土
浦

市
大
岩
田
）の
末
寺
と
し
て
小
田
に
創
建
。

小
田
城
の
出
城
と
し
て
金
田
に
移
転
、二

重
の
堀
が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。

真
言
宗
。享
保
五
年
（
一
七
二

〇
）か
ら
の
過
去
帳
、鎌
倉
時
代

の
仏
画
な
ど
を
も
つ
。寺
の
外

周
に
、四
国
八
十
八
ヶ
所
の
お

堂
が
並
ぶ
（
写
真
）。

安
養
寺
（
あ
ん
に
ょ
う
じ
）

土
浦
市
藤
沢

の
浄
光
寺
の
末

寺
と
し
て
、正
長

元
年
（
一
四
二
八
）

建
立
さ
れ
た
。時

宗
。明
治
十
一
年

よ
り
栄
小
学
校

新
築
ま
で
の
間
、

校
舎
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

石
造
六
角
地
蔵
宝
幢
（
ほ
う
と
う
）

か
つ
て
は
大
通
り
の
入
口
の
中
央
に

あ
っ
た
。宝
幢
の
火
袋
に
六
地
蔵
が
彫

ら
れ
、室
町
後
期
の
作
と
さ
れ
る
。悪
心

を
も
つ
人
が
そ
ば
を
通
る
と
石
が
飛
ん

で
く
る
と
い
う
伝
説

か
ら「
石
な
げ
地
蔵
」

と
も
呼
ば
れ
る
。

東
福
寺

平
安
末
期
の

平
将
門
が
生
涯

持
念
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
延
命

地
蔵
尊
が
安
置
さ

れ
、将
門
の
娘
、如

蔵
尼
の
墓
と
い
わ

れ
る
尼
塚
や
石
棺
の
石
が
残
る
。真

言
宗
の
中
本
山
。本
堂
は
僧
が
修
行

を
す
る
壇
林
の
造
り
で
、梵
字
の
書

か
れ
た
格
天
井
が
あ
る
。楼
門
の
仁

王
像
は
、江
戸
時
代
の

住
職
と
徳
川
幕
府
と

の
縁
で
、明
治
の
神
仏

分
離
の
際
に
筑
波
山

中
禅
寺
か
ら
移
さ
れ

た
。桜
川
を
イ
カ
ダ
に
積
ん
で
運
ん

だ
の
で「
流
し
仁
王
」と
も
呼
ば
れ
、

寛
永
十
年（
一
六
三
三
）の
作
。

松
塚
古
墳

形
が
ほ
ぼ
残
っ
て
い

る
前
方
後
円
墳
。鹿
島

神
社
の
境
内
に
あ
り
、

植
林
さ
れ
て
い
る
。

松
塚 

河
川
敷

沿
岸
で
は
投
網
漁
や
仕
掛
漁
が

行
わ
れ
、渡
し
舟
も
あ
っ
た
。昭
和

三
十
年
代
に
は「
番
小
屋
」と
呼
ば

れ
る
竹
製
の
四
手
網
み
（
よ
つ
で
あ
み
）

の
仕
掛
け
小
屋
（
表
紙
写
真
）も
多
く

見
ら
れ
、川
砂
や
砂
利
の
産
地
で
も

あ
っ
た
。か
つ
て
浅
間
神
社
が
あ
っ

た
河
川
敷
は
、今
は
桜
川
漁
協
の
拠

点
が
あ
り
、環
境
教
育
の
場
に
な
っ

て
い
る
。
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TXつくば駅の総合案内所にレンタサイクルあります

桜歴史民俗資料館
9:00～16:30
水・木・日休館 入場無料
花室川で発見の
ナウマン象の化石も展示 

2.5km 3.7km3.8km小田2.5km北条 3km筑波岩瀬 5km真壁 9.9km雨引5.3km4.6km

藍染めと婦人服ヤギのいるイチゴ畑

金田台の生態系を守る会
第2･4日曜 午前   自然体験・観察会・史跡めぐりなど

TEL090-3476-7814（高橋） つくば市吉瀬1679-1 ℡ 029-857-3355(代)
www.rural.gr.jp

洋風そうざいのお店

http://www.fukurou-chef.jp/

ブルーベリー園・ぶどう園・レンタル農園
キャンプ・バーベキュー場

民家園(農家レストラン(自然食)・陶芸工房・アートギャラリー・他)
TEL029-857-1273

http://www.tsukuba-zen.com

10:00~19:00
TEL029-886-4028

金砂郷産の
常陸秋そばを使った

TEL029-857-4140
11:30～ 20:30

http://ameblo.jp/kondadaiseitaikei

http://hana-masa.com

月休（月曜祝日は火休）

9-17時（商品無くなり次第閉店） 火曜休
電話：070-5011-2068（島津）
http://hagetaka-plus.com/

TEL029-857-5888

11:00～ 15:00／
　　17:00～ 22:00

本格手打ちそば

いちい
里の自然村

つくバス
　　バス停

関東鉄道バス
　　バス停

主要道
旧道

石碑・祠・道標

主な凡例


